
 

 

 

【平成 30年 2月の活動報告】 

デイサービスでは、絵本を読みながら、その中の登場人物の気持ちを考えて、気持ちに色で塗ったり、文章

を考えるプログラムがあります。「ともだちや」という絵本では、オオカミの怒った気持ちに「私も怒る！」

という利用者、反対に「許してあげてもいいやん」と違う意見も出ました。なぜ、そのように思ったのか、み

んなの意見を聞き、話し合っているうちに、許してあげたらという利用者に対して、「そやなあ」「やさしいな

あ」と、違う意見も受け入れる発言もでてきました。グループワークでは、お互いに、意見を出しあい、考え

ることができてきています。 

 また、今までは、時間を意識することが苦手な利用者の方が、時計を意識して、「今は、何をする時間」「あ

と○分あるから、これしよう」と少しずつ、時間を意識して動いたり、自分のしたいこと、しなければならな

いことを、どうしたら時間内にできるかと考え始めることが、できる日が増えてきました。 

【2月創作活動の一部をご紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

利用者実人数  4 人 

利用者延べ人数 ５０人  

相談者 (利用者除く) 0 人 

見学者・体験者 0 人 

実習生・ボランティア １人 

サイコロをころがし、出た内容で、

自分なりに文章を創る・考えるお勉

強をしています。その他、数字のサ

イコロでは、二つの数字を足したり、

引いたり、掛け算をする等して、遊

びながら、算数の勉強をしています。 

☆バルーンアート観賞☆ 

 何が出来るのかや、ど

の向きから見たらいいの

かを積極的に質問してい

ました！ 

 


